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愛知における
労働災害の動向と施策
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注 釈

次のように略して記載しています。

◼ 第１２次労働災害防止推進計画 → １２次防

◼ 第１３次労働災害防止推進計画 → １３次防

◼ 第１４次労働災害防止推進計画 → １４次防
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労働災害の動向ほか
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◆ 全業種目標：死亡者数40人を下回る。

◆ 重点業種目標：製造業・建設業で死亡
者数7人を下回る。

■全業種では2021年、2022年に40人を
下回った。

◆6,400人以下を目指す。

■ 最近の10数年間は減少停滞。
13次防期間中に増加に転じた。

■ 製造業、建設業、陸上貨物運送事業等
 → ほぼ横ばい

第三次産業 → 大幅増加

構造上の課題

]

死
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者
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死
傷
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13次中の労働災害発生状況
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2008年・12,808万人

人口：万人

西暦：年

資料出所：人 口 1990年～2016年「人口の推移と将来人口」総務省統計局
2020年から「推計結果比較表」国立社会保障・人口問題研究所

労働災害 厚生労働省 （死傷災害は、休業４日以上）

労働災害：死傷 ×100人
死亡 人

死傷災害

死亡災害

人口

人口推移と労働災害
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人口10万人あたりの死亡労働災害数
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2014-2016年平均 2009-2011年平均 2005-2007年平均

順位 国名
2014-2016

年平均

1 オランダ 0.60

3 スウェーデン 0.87

6 ギリシャ 1.10

7 デンマーク 1.20

8 フィンランド 1.45

8 スイス 1.45

10 ベルギー 1.60

10 ノルウェー 1.60

出所：中央労働災害防止協会
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１ ４ 次 防 の 概 略
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14次防 計画のねらい

（１）計画が目指す社会

自律的でポジティブな安全衛生管理を促進し、働く
人々の安全・健康確保を通じ、企業、社会のウェル
ビーイング（Well-being）を実現する。

（２）計画期間

2023年度から2027年度までの５か年を計画期間と
する。

（３）計画の目標

愛知労働局、事業者、労働者等の関係者が一体と
なって、一人の被災者も出さないという基本理念の
実現に向け、各指標を定め、計画期間内に達成する
ことを目指す。
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⚫ 自律的でポジティブな安全衛生管理を促進
⚫ 働く人々の安全・健康確保を通じ、企業、社会のウェルビーイング（Well-being）を実現

計画のねらい

「安全経営あいち賛同事業場制度」の運用

⚫ 死亡災害 早期に、25人を下回る

⚫ 死傷災害 増加傾向に歯止めをかけ、死傷年千人率を減少に転ずる

アウトカム
指標

⚫ 製造業死亡災害 6人を下回る

⚫ 建設業死亡災害 5人を下回る

⚫ 工業中毒による死傷災害  7人を下回る

⚫ 定期健康診断有所見率 上昇率０％以下とする

重篤な労働災害の防止 総合的な健康対策

第三次産業

の推進

⚫ 「安全経営あいち賛同事業場」1000事業場以上

アウトプット
指標

リスクアセ

スメントの

普及促進

建設業製造業

石綿対策＋Ｓａｆｅ 

協議会等

の運用

⚫ 残留リスク
情 報 入 手
70％以上

⚫ フロントロー
ディング実施
80％以上

墜落・転落

災害防止

はさまれ・

巻き込まれ

災害防止等

⚫ 化学物質ＲＡ
実施
80％以上

⚫ 年次有給休
暇の取得率
70％以上

労働者の心身

の健康確保

化学物質及び

粉じん対策

アウトプット・アウトカムと全体像
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課題の本質

愛知労働局取組の歴史

2006
(H18)

2008
(H20)

2013
(H25)

2018
(H30)

2023
(R5)

2028
(R10)

2033
(R15)

輸送用機械器具製
造業中心に推奨

製造業全体へ推奨

全産業へ推奨

リスクアセスメ
ントの普及促進

• 総花的な対策による「やらされ感」

• やらないと「罰せられる」負担感

• マイナスをゼロにというネガティブ
な理解

• リスクアセスメントを軸として、
ポジティブにできる
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災害発生のシナリオだけ
を掘り下げすぎる傾向

危険源と対策だけに
目を奪われる傾向

ＲＡは
作業と危険源との関わり調査

 作業把握の重要性の納得感
 ポジティブな発想への転換

１３次防

緑十字展で配布中

安全経営あいち®とリスクアセスメント
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死亡災害の減少率
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ＰＱＣＤＳＭＥは、モノづくりやサービス提供の７つの視点

Productivity＝生産性
インプットに対しアウトプットをできるだけ多く

Quality＝品質
ねらい通りの品質の製品・サービスを提供

Cost＝コスト・経済性
ムダを減らし低コストで製品・サービスを提供

Delivery＝納期・生産量
必要な時に必要な量の製品・サービスを提供

Safety＝安全性
労働者の負荷軽減・災害がなく安全に作業を

Morale＝モラール
人の能力が開発・向上され、働きがいを持てる

Environment＝環境
環境に負荷を掛けない生産プロセス、サービス提供

⚫ どの視点も欠かすことはできない。

⚫ どれかひとつだけを重視することもできない。

⚫ 安全も視点の１つ
安全を欠かすことはできない。
安全だけを別に取り扱えない。
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垣 根 を 越 え て
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第三次産業の労働災害防止

＋Safe協議会の運営
「新たなお客様」という視点

◼ テーマを労災防止だけで設定しない。

◼ 生産性、顧客サービス等の視点を取
り入れ、寄り添い型の協議会となる
よう、運営方法を工夫

◼ 2013年（平成25年） 小売業協議会発足  （10企業)

◼ 2021年（令和３年） 介護施設協議会発足 (11企業)

飲食店協議会発足    (11企業)
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リスクアセスメント出前講座の充実

◼ 行政が主体となって行う同
様の集団指導と比較して、
２倍以上の参加実績
（2022年度)

行政主導 1,053事業場
出前講座 2,544事業場

◼ 同じ業種、業態の事業場向
けのカスタマイズが可能

気付きに基づく（誤解された）

リスクアセスメントの卒業

営業力の強化
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安全経営あいち®賛同事業場制度
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垣根のない安全衛生行政へ
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